









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































80 2013 年度　心理社会的支援研究　第 4集
要　約
本研究は，探究学習について再検討し，探究学習を小学校段階で教育課程に取り入れるための諸課
題を提起するものである。
探究学習は，理科において特に重視されてきた学習形態である。
ところが，小学校段階において子どもが主体となって進める形での探究学習を取り入れた実践は，
あまり多くない。一部，自由試行を取り入れた実践や，教師が発展的課題を提示する実践はあるが，
子ども自身が自律的に探究している実践は少ないと言える。
子ども主体の探究学習が小学校段階で成立しにくい理由は，探究学習を進めるために必要な能力が，
子どもに身についていないからである。また，探究学習の授業モデルが少なく，探究学習を進めるた
めに必要となる授業の工夫の解明が不十分だからである。
現在，小学校段階では，知識と技能の習得が主な学習となっている。問題解決の能力を高めるため
にも，今後，探究学習を小学校段階で取り入れることが重要になる。
そこで，本研究では，探究学習の成立のために必要となる子どもの探究能力と授業の工夫とを提案
した。
キーワード：探究学習，科学的探究能力，理科指導法，小学校理科教育課程
